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之
の

圖
ず

」　昭和16年（1941）
� 香川県立ミュージアム蔵

　梅の香りが漂う空に舞う二羽の鵲
かささぎ

。側面には、四
し

君
くん

子
し

の菊・蘭・竹と、松を配する。
鵲の鳴き声を聞くと喜ばしいことが起きるとも言われており、吉兆と春の訪れを感
じられる非常にめでたい図案である。
　背景は、ぼかし塗りをした漆の三角柱をあわせて六角柱とし、それを薄く切った
六角形の漆板を全面に貼り合わせている。鵲と植物は、漆板を象

ぞう

嵌
がん

して表し、鵲の
腹部と翼は、作者が創案した「点彫り蒟

きんま

醬」で加飾している。
　作者の磯井如真は、明治１6年（１883）、香川郡宮脇村（現高松市）生まれ。香川
県立工芸学校用器漆工科を卒業し、大阪の山中商会で塗りや加飾の技術を習得した。
帰郷後、帝展、新文展で活躍、創意工夫を凝らした独自の技を生み出した。昭和3１
年（１956）には、国の重要無形文化財「蒟醬」保持者に認定されている。
　第 4 回新文展に出品された本作は、昭和25年（１950）、昭和天皇が四国御巡幸の
ため来県された際に開催された「行啓記念 香川美術展」にも出品された。如真の
高度な技と卓越した造形感覚がうかがわれる至極の一品である。

常設展「香川の人間国宝」で、令和�７�年�１�月�２�日（木）～�１�月１9日（日）まで展示。

  香川県立ミュージアム　主任専門学芸員　髙木敬子

撮影：高橋章
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❶ 蛍の光に思うこと
日本銀行高松支店　支店長　大　塚　　　竜

❷  スローガンは「All for the Family」職人の技術とグローバ
ルマインドを武器にサステナブルな世界の実現へ！

株式会社サンテック

❽  県民暮らしのアンケート調査（2024年 9 月実施）
一般財団法人百十四経済研究所調査部　山　口　良　三

�  中小企業の新事業開拓・新商品開発の課題と補助金活用
中小企業診断士・IT コーディネータ　佐　竹　孝　三

� 小地域（市町レベル）の産業連関表を活用した経済波及効果分析について
一般財団法人百十四経済研究所 調査部長　丸　髙　浩　毅

�  冬季の省エネルギーの取組について
四国経済産業局エネルギー対策課

� 英国リバプール・ホープ大学の教育旅行受入れサポートについて
一般財団法人百十四経済研究所

� 芸術の秋
国立病院機構高松医療センター　名誉院長  　　　　　　　　　　　

香川大学・愛媛大学　客員教授　水　重　克　文

� これからの経営に活かす 攻めの労務管理
社会保険労務士　佐　藤　秀　樹

�  景気は、一部に足踏みが残るものの、緩やかに回復している

� 緩やかに持ち直している

� 経済指標

� 経済日誌

�  広告

� 四国霊場休日へんろ Vol.5　第五番 地蔵寺

「催し物のお知らせ」及び「グラフで見る為替相場・株価・長期金利の推移」は
休載いたします。

香川漆器
（写真提供：公益社団法人香川県観光協会）
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奥の院・羅漢堂

秋の大銀杏仁王門

第五番

地 蔵 寺 寺名

宗派

本尊

開基

真言

創建

無
む

尽
じん

山
ざん

荘
しょう

厳
ごん

院
いん

地
じ

蔵
ぞう

寺
じ

真言宗御室派

延命地蔵菩薩、（胎内仏）勝
しょう

軍
ぐん

地蔵菩薩

空海

弘仁12（821）年

おん かかか びさんまえい そわかさまざまな表情の羅漢さんに出会える寺
　仁王門をくぐると、樹齢800年超といわれる銀杏の木
が空を指しています。第五番札所地蔵寺は、この大木に
見守られて歴史を重ねてきました。
　寺伝によると、弘仁12（821）年に嵯峨天皇の発願に
より空海が開創したとされています。本尊は、空海が自
ら刻んだという高さ約5．5㎝の勝

しょう

軍
ぐん

地蔵菩薩。甲冑を身
に着け馬にまたがった勇ましい姿で、戦勝をもたらし災
いをはらうといわれます。後に、紀州・熊野権現の浄

じょう

函
かん

上人が霊木に延命地蔵菩薩を彫り、その胎内に前述の勝
軍地蔵菩薩を納めたといわれています。
　勝軍地蔵菩薩への信仰から、源義経をはじめ阿波藩
主・蜂須賀氏など武将の帰依を受け寺は隆盛を極めまし
たが、天正年間（1573～1592年）、長宗我部氏の兵火によ
りすべて焼失。現在の堂宇はその後再興されたものなが
ら、寺領は約 4万㎡におよび大寺の面影を残しています。
　さて、本堂西側の参道をのぼっていくと、奥の院・羅
漢堂があります。ここには約200体の羅漢像がさまざま
な喜怒哀楽の表情を浮かべて並んでいます。あなたに似
た羅漢さんに出会えるかもしれません。

住所：徳島県板野郡
板野町羅漢字林東 5
アクセス：公共交通
／ JR高徳線板野駅
→徳島バス鍛冶屋原
線・羅漢下車→徒歩
約350m
車／高松自動車道板
野 ICから約5．2km

わたしの推しポイント
羅漢とは、最高レベルまで修行が進んだお
釈迦さまの弟子のことで、尊敬や施しを受
けるに値する聖者を意味します。別名で
「無学」とも呼ぶそうですが、知識がない
状態を指すのかと思いきや、仏教において
はもはや学ぶべきことがない境地を意味す
るのだとか。言葉って、文化って面白いで
すよね。（百十四経済研究所 研究員 松本
佳代子）

協力：（一社）四国八十八ヶ所霊場会
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